
「（仮称）茅ヶ崎市感染症予防計画に関する Webアンケート」の結果について 

 

１ 概要 

●目的 

・「（仮称）茅ヶ崎市感染症予防計画」骨子案の公表 

・計画策定に当たっての住民への意見聴取 

●対象 

市保健所管内（茅ヶ崎市及び寒川町）に在住、在学又は在勤の方 

●回答期間 

令和５年１０月１６日（月曜日）から１１月５日（日曜日）まで 

●回答方法 

・アンケートフォーム（e-kanagawa電子申請システム）により回答 

・茅ヶ崎市役所及び寒川町役場にアンケート用紙・回収箱を設置 

●回答件数 

２６７件 

●回答内訳 

10 ～

19歳 

20 ～

29歳 

30 ～

39歳 

40 ～

49歳 

50 ～

59歳 

60 ～

69歳 

70 ～

79歳 

80 ～

89歳 

90 歳

以上 

無回答 合計 

0 33 50 59 73 40 10 1 0 1 267 

（単位：件） 

２ アンケート結果の取り扱いについて 

アンケート結果は、茅ヶ崎市感染症予防計画（素案）を作成するための基礎資料とし

て活用します。 

  



３ アンケートの結果について 

(1) 情報発信について 

問２－１あなたは日頃、どのような媒体から感染症情報を入手されていますか。該当す

るものをすべて選択してください。 

 

・感染症情報について知りたい場合に利用している広報媒体については、「テレビ」

（１９５件）が最も多く、次いで「市ホームページ」（１１４件）、「ＬＩＮＥ」(１

００件）、「広報紙」（８７件）でした。 

・「その他」として、学校や職場、インターネットでの任意のサイトの検索等があり

ました。 

 

結果の分析 

アンケート結果から、市が感染症に関する情報を発信するに当たっては、多様な媒

体が利用されていることを鑑み、情報の性質や媒体の利用者層等に応じて、複数の媒

体を組み合わせて発信することが必要であることがわかりました。 

また、市のホームページについて、一定の閲覧数があることがわかったことから、

市のホームページの記載の充実を図る等、わかりやすい情報提供に努める必要があ

ります。 

さらに、感染症に関する情報は、市が直接行う情報提供以外にもテレビや新聞等

様々な媒体で発信されることから、報道機関等に対しては適切に情報提供を行う必

要があります。 

テレビ, 195件

市ホームページ, 114件

LINE（ライン）, 100件

広報紙, 87件

X（エックス）（旧：Twitter（ツイッター））, 68件

新聞, 65件

タウンニュース, 44件

その他, 38件

メール配信サービス, 32件

デジタルサイネージ※映像による電子看板・掲示板, 23件

ラジオ, 22件

Facebook（フェイスブック）, 21件

Instagram（インスタグラム）, 17件

広報掲示板（ポスター）, 12件
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（n=838）（複数回答） 

 



加えて、誤った情報や不適当な情報により住民が混乱することがないよう、市は正

しい内容の情報を積極的に発信する必要があります。  



 

問２－２感染症に関する情報について、あなたが特に入手したい情報を選択してくだ

さい。（３つまで） 

 

・住民が入手したい情報については、「流行状況」（２１３件）が最も多く、次いで「感

染症に関する基本的な知識」（１４８件）や「感染症の予防方法」（１３４件）でした。 

 

結果の分析 

アンケート結果から、住民が自ら感染症の予防に努めることができるよう、感染症の

流行状況等、住民にとって身近な情報が特に求められていることがわかりました。 

  

流行状況, 213件

基本的な知識, 148件

予防方法, 134件

予防接種関連, 89件

国、県の情報, 77件

その他, 6件

特に入手したい情報はない, 5件

0 50 100 150 200 250

（n=672）（複数回答）



問２－３本市で実施している「感染症発生動向調査」として、管内の感染状況等をまと

めた「茅ヶ崎市保健所管内感染症情報」を発行していますが、そのことを御存じです

か。 

 

 

結果の分析 

「茅ヶ崎市保健所管内感染症情報」については、回答者のうち約半数が「知っている」

と回答しており、一定の認知度があることがわかりましたが、今後についても、感染症

のまん延を防止するための日常的な対策として、周知に努めていく必要があります。 

  

知っている

51%

知らない

49%

（n=267）



(2) コロナ対応における課題について 

問３保健所では、コロナ禍における医療体制について、次のような課題があったのでは

ないかと考えています。 

コロナ禍における医療体制の当時の状況を振り返り、あなたが課題だと思ったこ

とを選択してください。（３つまで） 

 

・コロナ禍における課題としては、「受診や入院が可能な医療機関が不足していたこと」

（１７８件）が最も多く、次いで「感染症のまん延によって、通常医療がひっ迫し、

通院又は入院に制限がかかったこと」（１４６件）でした。 

 

結果の分析 

課題として、体調不良時に適切な医療が受けられる体制が確保されていることに特

に関心が高いという結果となったことから、計画の策定に当たっては、県と連携し医

療体制を確保するための必要性について言及します。 

  

受診や入院が可能な医療機関

が不足していたこと, 178件

感染症のまん延によって、通常医療がひっ迫し、

通院又は入院に制限がかかったこと, 146件

医療用抗原検査キットや市販の解熱

剤等が不足していたこと, 95件

重症化リスクが高い方が集まる病院、診療所及び老人福

祉施設等においてもクラスターが発生したこと, 71件

患者の移動手段がなかったこと, 68件

市が設置する相談ダイヤルへの電話が繋がりにくかったこと, 67件

患者又は濃厚接触者が生活必需品を手に入れることができなかったこと, 41件

外出制限中、日常生活動作（ADL）の低下や基礎疾患の悪

化等、コロナ以外の健康上の問題が発生したこと, 32件

その他, 18件
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（n=716）（複数回答）



(3) 今後の感染症の発生予防について 

問４本市には、感染症の発生予防として次のような取組が求められています。 

このことについて、あなたが本市に求めることを選択してください。（３つまで） 

 

・感染症の発生予防のための取組として、保健所に求められているものについては、「感

染症の発生予防の正しい知識の普及・啓発」（２１０件）が最も多く、次いで「「感染

症発生動向調査」の適切な実施による発生状況の把握・分析」（１５３件）、「感染症

予防を効果的かつ効率的に進めるための関係各機関及び関係団体との連携」（１３７

件）でした。 

 

結果の分析 

感染症の発生を予防するためには、情報発信と平時から行う感染症発生動向調査に

よる情報収集の体制を適正に運用することが特に求められていることがわかりました。 

この場合において、感染症の発生状況を把握・分析し、その予防に関する知識の普及

及び啓発を図るためには、感染症の流行状況を迅速かつ効率的に把握することが必要

です。 

  

感染症の発生予防の正しい

知識の普及・啓発, 210件

「感染症発生動向調査」の適切な実施

による発生状況の把握・分析, 153件

感染症予防を効果的かつ効率的に進めるため

の関係各機関及び関係団体との連携, 137件

予防接種の機会の拡充, 69件

水や空調設備、ねずみ族及び昆虫等を介する感染症の予防対策, 36件

海外の感染症情報の提供による注意喚起, 35件

食品に起因する感染症の予防対策, 25件

その他, 11件
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（n=676）（複数回答）



(4) 今後の感染症のまん延防止について 

問５本市では、感染症のまん延を防止するために、次のような取組が重要と考えていま

す。 

このことについて、あなたが本市に求めることを選択してください。（３つまで） 

 

・感染症のまん延防止のため、保健所に求められている取組については、「感染症にか

かっている疑いのある方に対する検査や健康診断に関する勧告」（１３１件）が最も

多く、次いで「感染症情報の速やかな公表」（１１６件）でした。 

 

結果の分析 

感染症のまん延を防止するために、検査の実施体制を確保することや健康診断等を

適正に実施すること、感染症情報をその即時性も考慮して情報発信をすることが求め

られています。 

  

感染症にかかっている疑いのある方に対す

る検査や健康診断に関する勧告, 131件

感染症情報の速やかな公表, 116件

指定感染症及び新感染症への対応, 96件

感染症のまん延を防止するための関係

各機関及び関係団体との連携, 89件

患者に対する就業制限に関する通知及び入院に関する勧告, 82件

予防接種の機会の拡充, 66件

積極的疫学調査の実施による感染経路の特定, 47件

検疫所との連携による水際対策, 39件

その他, 11件

水や空調設備、ねずみ族及び昆虫等を介

する感染症のまん延防止対策, 10件

食品に起因する感染症のまん延防止対策, 8件

0 50 100 150 200 250

（n=684）（複数回答）



(5) 自由意見 

問６(仮称)茅ヶ崎市感染症予防計画骨子案全般に関して、御意見を記入してください。 

意見 主な内容 件数 

計画全般に関する意見 

・具体的で理解しやすい内容と

してほしい。 

・内容の検討後、改めて意見聴

取すべき。 等 

１１ 

情報発信に関する意見 

・医学的に正しい情報を提供し

てほしい。 

・感染予防策を広めていくこと

が大切。 等 

１０ 

保健所体制に関する意見 
・保健所の対応力と人員確保が

必要。 等 
６ 

民間等への支援に関する意見 

・高齢者施設や幼児を持つ家庭

への支援を検討してほしい。 

等 

４ 

関係機関等との連携に関する意見 
・関係機関と合同での訓練を行

ってはどうか。 等 
３ 

webアンケートに関する意見 
・一般市民が意見するのは困難

だと思う。 等 
１ 

その他の意見 ― ８ 

このことについて、計４３件の御意見をいただきました。 

計画全般に関する御意見が１１件と最も多く、次いで市の情報発信に関する御意見

が１０件ありました。 

 

結果の分析 

問４及び問５でも示されているとおり、地域における感染症対策の中核的機関として

の保健所は、住民が自ら適切な感染予防対策を講ずるために、状況に応じて的確な情報

発信をすることを求められています。 

このことから、感染症情報について、その即時性も考慮しつつ理解しやすい内容での

情報発信をすることが重要であると考えます。 

また、有事の際には速やかに体制を移行できるよう準備しておくことも重要であり、

あらかじめ必要となる業務量や人員数を想定しておく必要があります。 

 


